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ま
え
が
き
　
本
稿
は
宝
巻
「
生
死
牌
」
物
語
の
由
来
と
変
容
を
分
析
し
、
そ
れ
を
通
し
て
民
間
信
仰
と
物
語
文
学
の
影
響
関
係
を
窺
っ
て
み
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
　
宝
巻
は
中
国
の
明
清
か
ら
民
国
に
至
る
ま
で
民
間
で
盛
ん
に
行
わ
れ
た
語
り
物
の
一
種
で
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
日
本
の
説
経
節
に
対
比
す
べ
き
も
の
で
あ
る
が
、
宝
巻
は
独
自
な
形
態
を
保
ち
な
が
ら
、
時
代
を
経
る
に
つ
れ
、
物
語
を
含
む
叙
事
的
な
も
の
が
多
く
な
り
、
宗
教
的
な
も
の
か
ら
文
学
的
な
も
の
へ
傾
き
、
娯
楽
性
を
強
め
て
い
く
流
れ
が
見
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
宝
巻
は
宗
教
、
教
化
と
民
間
信
仰
、
庶
民
文
芸
の
性
格
を
併
せ
持
つ
語
り
物
で
あ
る
た
め
、
中
国
の
近
世
文
芸
史
、
通
俗
文
学
史
、
民
衆
宗
教
史
、
民
衆
精
神
史
な
ど
の
研
究
に
お
い
て
重
要
な
史
料
と
な
っ
て
い
る
。
　
こ
こ
で
は
後
述
す
る
物
語
の
影
響
関
係
の
理
解
の
た
め
に
、
ま
ず
宝
巻
の
文
学
的
変
遷
に
つ
い
て
は
、
澤
田
瑞
穂
「
宝
巻
の
変
遷
」
に
即
し
て
簡
単
に
ま
と
め
る（（
（
。
唐
代
佛
教
寺
院
の
俗
講
を
起
源
と
す
る
宝
巻
は
、
清
の
嘉
慶
初
期
（
一
八
〇
〇
年
前
後
（
を
お
よ
そ
の
境
と
包
公
信
仰
か
ら
観
音
信
仰
へ
　
　
「
生
死
牌
」
物
語
の
変
遷
に
つ
い
て
辻
　
　
　
　
　
リ
　
　
ン
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し
て
、
古
宝
巻
時
代
と
新
宝
巻
時
代
と
に
大
別
さ
れ
る
。
古
宝
巻
は
、「
仏
説
」
な
ど
の
文
字
を
冠
す
る
も
の
が
多
く
、
曲
子
、
韻
文
、
散
文
で
構
成
さ
れ
、
一
定
の
格
式
を
守
っ
て
い
る
な
ど
の
特
徴
が
見
ら
れ
る
。
新
宝
巻
の
体
裁
は
、
古
宝
巻
時
代
の
複
雑
な
定
型
が
崩
れ
て
、
曲
子
が
多
く
失
わ
れ
、
単
に
韻
文
と
散
文
で
組
成
さ
れ
、
形
式
も
単
純
化
さ
れ
る
。
そ
の
内
容
は
小
説
・
戯
曲
・
民
間
説
話
な
ど
で
知
ら
れ
る
物
語
を
宝
巻
化
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
恋
愛
物
、
世
話
物
、
ま
た
三
国
志
な
ど
の
時
代
物
と
、
そ
の
題
材
は
多
彩
で
あ
る
が
、
裁
判
物
が
か
な
り
の
数
に
の
ぼ
る
。
裁
判
物
で
は
民
間
に
親
し
ま
れ
る
名
裁
判
官
包
公
説
話
か
ら
取
材
し
た
モ
チ
ー
フ
が
最
も
多
く
み
ら
れ
る
。
　
包
公
と
は
北
宋
時
代
に
実
在
し
た
名
臣
包
拯
（
ほ
う
じ
ょ
う
、
九
九
九
　
一
〇
六
二
（
で
あ
る
。
彼
は
清
廉
で
権
力
者
に
媚
び
な
い
剛
直
の
士
と
し
て
尊
敬
さ
れ
、
民
間
で
は
包
公
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
包
公
に
つ
い
て
は
、
か
な
り
早
い
時
期
か
ら
名
裁
判
官
と
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
伝
説
が
生
じ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
の
頃
は
盛
り
場
に
あ
っ
た
寄
席
で
、
講
談
な
ど
が
し
き
り
に
語
ら
れ
て
い
た
時
期
で
あ
っ
た
。
ま
た
北
宋
の
時
代
に
は
『
清
明
集
』
な
ど
裁
判
集
が
編
纂
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
次
の
南
宋
で
は
さ
ら
に
読
物
化
し
た
裁
判
実
話
集
『
棠とう
陰いん
比ひ
事じ
』
（
（
（
な
ど
が
現
わ
れ
、
や
が
て
裁
判
（
公
案
（
小
説
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
が
成
立
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
な
風
潮
の
中
で
、
名
裁
判
官
と
し
て
の
包
拯
に
は
、
様
々
な
話
が
仮
託
さ
れ
、
清
末
に
至
る
ま
で
膨
ら
み
続
け
て
い
た
。
た
だ
物
語
の
中
で
の
包
拯
は
一
般
に
考
え
ら
れ
る
名
裁
判
官
と
し
て
の
ほ
か
、
神
通
力
を
持
つ
超
能
力
者
と
し
て
も
描
か
れ
、
民
間
で
信
仰
さ
れ
る
神
と
し
て
の
一
面
も
あ
る
。
　
本
稿
で
取
上
げ
る
宝
巻
「
生
死
牌
」
物
語
も
、
先
行
す
る
包
公
裁
判
物
に
ま
つ
わ
る
物
語
文
学
か
ら
取
材
し
た
作
品
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
宝
巻
が
物
語
文
学
と
民
間
信
仰
と
い
か
な
る
関
わ
り
を
持
っ
て
い
た
の
か
を
み
る
恰
好
の
一
例
と
な
ろ
う
。
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一
　「
生
死
牌
」
物
語
と
先
行
文
学
　「
生
死
牌
」
物
語
は
長
江
デ
ル
タ
の
江
南
地
域
で
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
宝
巻
の
ほ
か
、
宝
巻
か
ら
改
編
し
た
演
劇
で
も
同
話
は
人
気
の
演
目
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
『
生
死
牌
宝
巻（（
（
』
に
拠
っ
て
、
そ
の
あ
ら
す
じ
と
先
行
文
学
と
の
関
わ
り
を
確
認
し
て
お
く
。
　
本
書
は
、
冒
頭
で
聴
衆
に
対
す
る
挨
拶
の
七
言
絶
句
を
詠
ん
だ
後
、
物
語
の
本
題
に
入
り
、
最
後
に
宣
巻
の
常
套
句
で
あ
る
訓
戒
の
意
味
を
持
つ
七
言
で
唱
い
終
わ
る
。
前
述
の
ご
と
く
、
当
時
読
み
物
化
さ
れ
た
「
新
宝
巻
」
の
典
型
的
な
ス
タ
イ
ル
に
よ
っ
て
い
る
。
で
は
、
そ
の
梗
概
を
紹
介
し
よ
う
。
　
時
は
明
の
万
暦
年
間
、
杭
州
銭
塘
県
に
陳
子
平
、
陳
子
安
と
い
う
金
持
ち
の
兄
弟
が
い
た
。
兄
の
子
平
は
妻
に
先
立
た
れ
子
宝
に
恵
ま
れ
な
か
っ
た
の
だ
が
、
後
妻
と
し
て
迎
え
た
尤
氏
に
は
阿
長
と
い
う
連
れ
子
が
い
る
。
弟
の
子
安
は
銭
氏
と
の
間
に
、
一
子
廷
玉
一
一
才
、
一
女
月
波
一
三
才
が
い
る
。
あ
る
日
、
兄
弟
は
百
日
の
う
ち
に
、
必
ず
生
命
に
関
わ
る
禍
に
遭
う
と
い
う
易
者
の
託
宣
を
受
け
、
互
い
に
会
わ
な
い
こ
と
に
し
て
そ
れ
ぞ
れ
部
屋
に
閉
じ
こ
も
っ
て
物
忌
み
を
す
る
。
尤
氏
は
、
こ
の
機
会
に
陳
家
の
財
産
を
わ
が
も
の
に
し
よ
う
と
企
み
、
連
れ
子
の
阿
長
と
共
謀
し
て
、
子
安
の
悪
口
を
言
っ
て
兄
弟
の
仲
を
裂
こ
う
と
す
る
。
子
平
が
と
う
と
う
尤
氏
の
デ
マ
を
信
じ
て
し
ま
い
、
叔
父
（
亡
き
母
の
弟
（
柴
公
道
の
仲
介
に
よ
り
兄
弟
分
家
す
る
こ
と
に
な
る
。
一
ヵ
月
が
無
事
に
過
ぎ
た
あ
る
日
、
子
平
は
、
数
年
前
馬
忠
と
い
う
人
物
に
貸
し
た
金
が
ま
だ
返
済
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
に
気
づ
き
、
阿
長
と
下
男
と
を
伴
っ
て
催
促
に
い
く
。
食
事
の
時
、
馬
忠
は
借
金
を
し
た
覚
え
が
な
い
と
否
定
し
、
子
平
の
見
せ
た
借
入
書
ま
で
奪
っ
て
破
り
す
て
て
し
ま
う
。
怒
っ
た
子
平
が
つ
い
碗
を
投
げ
、
運
悪
く
馬
忠
の
こ
め
か
み
に
あ
た
っ
て
彼
を
死
な
せ
て
し
ま
う
。
子
平
は
殺
人
の
罪
で
投
獄
さ
れ
る
。
兄
思
い
の
子
安
は
、
法
廷
で
兄
の
代
わ
り
に
刑
を
受
け
た
い
と
主
張
す
る
。
子
安
の
孝
悌
に
打
た
れ
た
知
府
沈
清
が
仕
方
な
く
生
死
牌
（
生
と
死
を
記
し
た
二
枚
の
牌ふだ
（
を
兄
弟
に
引
か
せ
、
死
の
牌
を
引
い
た
者
が
死
刑
を
受
け
る
こ
と
に
す
る
。
子
平
は
生
の
牌
を
引
い
て
無
罪
釈
放
さ
れ
、
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子
安
は
死
の
牌
を
引
き
当
て
て
縛
り
首
に
な
る
。
そ
の
様
子
を
み
て
い
た
観
音
菩
薩
が
子
安
の
兄
思
い
を
称
え
、
後
日
生
き
返
ら
せ
る
時
の
た
め
死
体
の
腐
敗
を
防
ぐ
よ
う
、
侍
童
の
善
財
を
遣
わ
し
、
人
知
れ
ず
仙
草
を
子
安
の
口
に
銜
え
さ
せ
る
。
一
年
が
経
た
な
い
う
ち
、
銭
氏
も
悲
嘆
の
あ
ま
り
病
気
に
な
り
、
子
女
を
遺
し
て
死
ぬ
。
玉
帝
が
銭
氏
の
貞
節
を
賞
賛
し
さ
ら
に
二
期
（
二
四
年
（
の
寿
命
を
与
え
る
が
、
二
人
の
子
供
月
波
、
廷
玉
は
三
ヵ
月
の
苦
難
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
た
め
、
ひ
と
ま
ず
銭
氏
の
魂
を
観
音
の
仙
山
へ
連
れ
て
行
く
こ
と
に
す
る
。
後
妻
の
尤
氏
は
喜
ん
だ
が
、
ま
だ
財
産
が
自
分
の
も
の
に
な
ら
な
い
た
め
甥
を
邪
魔
者
に
す
る
。
夫
の
留
守
に
乗
じ
て
阿
長
と
共
謀
し
て
姉
弟
を
虐
待
し
、
厳
寒
の
中
で
中
庭
の
雪
掻
き
を
さ
せ
る
の
だ
が
、
二
人
を
守
ろ
う
と
し
た
老
僕
の
陳
方
が
替
わ
り
に
凍
死
す
る
。
玉
帝
が
陳
方
の
忠
義
を
聞
い
て
彼
を
当
地
の
土
地
神
に
封
ず
る
。
尤
氏
が
今
度
は
直
火
で
熱
く
し
た
碗
を
廷
玉
に
持
た
せ
火
傷
さ
せ
る
。
火
傷
を
み
た
子
平
が
や
っ
と
す
べ
て
の
真
相
を
知
り
、
甥
を
か
ば
い
尤
氏
を
叱
責
す
る
。
尤
氏
は
最
後
の
手
段
と
し
て
子
平
の
誕
生
日
の
祝
宴
で
廷
玉
の
毒
殺
を
企
て
る
。
観
音
菩
薩
が
子
安
と
銭
氏
に
子
供
を
守
る
よ
う
に
と
そ
の
魂
を
帰
宅
さ
せ
る
。
ま
た
五
路
雷
神
に
命
じ
て
尤
氏
母
子
を
雷
で
撃
ち
殺
し
、
子
安
夫
妻
の
棺
を
も
砕
く
。
子
安
と
銭
氏
が
蘇
生
し
て
一
家
団
ら
ん
に
な
る
。
四
年
後
、
廷
玉
が
科
挙
の
試
験
に
一
番
の
成
績
で
合
格
し
、
紹
興
知
府
沈
清
の
一
女
と
結
婚
す
る
。
勅
命
に
よ
り
、
一
族
も
そ
れ
ぞ
れ
官
位
を
与
え
ら
れ
た
上
、
皇
帝
か
ら
褒
美
を
賜
る
。
亡
き
忠
僕
陳
方
も
皇
帝
に
よ
り
土
地
神
か
ら
城
隍
神
に
昇
格
さ
れ
る
。
そ
の
後
、
子
平
、
子
安
と
銭
氏
が
至
福
の
中
で
天
寿
を
全
う
す
る
。
　
こ
の
話
の
あ
ら
す
じ
は
ほ
ぼ
以
上
の
通
り
で
あ
る
が
、
現
代
の
各
地
方
劇
や
お
芝
居
な
ど
の
通
俗
文
芸
に
お
い
て
も
、
い
わ
ゆ
る
「
生
死
牌
」
物
語
は
珍
し
い
も
の
で
は
な
い
。
も
っ
と
も
口
承
文
芸
は
口
伝
て
の
形
で
行
わ
れ
る
か
ら
、
聞
き
手
の
興
味
を
引
く
た
め
に
、
民
間
に
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
話
を
特
に
選
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
。
民
国
年
間
に
刊
行
さ
れ
た
『
生
死
牌
宝
巻
』
も
、
以
前
に
す
で
に
い
く
つ
も
の
先
行
作
品
が
存
在
し
て
い
る
。
　
ま
ず
、
同
じ
ジ
ャ
ン
ル
の
宝
巻
か
ら
挙
げ
る
と
、『
仏
説
劉
子
忠
賢
良
宝
巻
』（
以
下
『
賢
良
宝
巻
』
と
す
る
（
が
そ
れ
で
あ
る
。
本
書
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は
車
錫
倫
『
中
国
宝
巻
総
目
』（
以
下
『
総
目
』
と
略
称
す
る
（
に
、
嘉
慶
二
十
四
年
（
一
八
一
九
（
抄
本
一
冊
（
長
春･
東
北
師
範
大
学
蔵
（
と
道
光
四
年
（
一
八
二
四
（
抄
本
一
冊
（
中
国
国
家
図
書
館
蔵
（
が
著
録
さ
れ
て
い
る
が（（
（
、『
生
死
牌
宝
巻
』
と
の
関
わ
り
は
示
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
こ
で
、
中
国
国
家
図
書
館
蔵
本
に
よ
り
、
そ
の
内
容
を
以
下
に
要
約
し
て
お
く
。
　
北
宋
仁
宗
朝
の
汴
京
城
外
水
南
寨
に
裕
福
な
兄
弟
が
い
た
。
兄
の
子
明
は
妻
に
先
立
た
れ
、
後
妻
と
し
て
迎
え
ら
れ
た
馬
氏
に
は
甥
の
保
住
が
い
る
。
弟
の
子
忠
は
妻
の
李
氏
と
の
間
に
息
子
の
定
僧
、
娘
の
愛
姐
が
い
る
。
あ
る
日
、
子
明
が
百
日
の
う
ち
に
必
ず
災
い
が
来
る
と
い
う
易
者
の
言
に
従
い
、
し
ば
ら
く
静
か
に
家
に
閉
じ
こ
も
り
外
出
を
控
え
た
。
と
こ
ろ
が
、
馬
氏
の
讒
言
に
よ
っ
て
仲
の
よ
い
兄
弟
が
分
家
す
る
こ
と
と
な
る
。
そ
の
後
、
易
者
の
言
を
忘
れ
た
子
明
は
、
保
住
と
城
内
へ
掛
け
取
り
に
い
く
が
、
逃
げ
る
債
務
者
に
酔
っ
た
勢
い
で
「
鉄
流
星
」
を
袖
か
ら
取
り
出
し
て
投
げ
つ
け
、
彼
を
死
な
せ
て
し
ま
い
投
獄
さ
れ
る
。
兄
思
い
の
子
忠
が
吏
員
に
金
を
や
り
懇
願
し
た
結
果
、
兄
の
身
替
わ
り
に
な
る
こ
と
が
で
き
、
縛
り
首
に
な
る
。
夫
を
亡
く
し
た
李
氏
が
馬
氏
に
再
婚
を
迫
ら
れ
、
仕
方
な
く
娘
を
連
れ
て
尼
寺
に
身
を
寄
せ
る
。
馬
氏
が
残
さ
れ
た
甥
の
定
僧
を
邪
魔
者
と
し
、
あ
の
手
こ
の
手
の
悪
巧
み
を
め
ぐ
ら
し
て
虐
め
る
。
真
相
を
知
っ
た
子
明
は
馬
氏
を
叱
責
し
、
定
僧
を
守
る
た
め
日
夜
行
動
を
共
に
す
る
。
馬
氏
が
最
後
の
手
段
と
し
て
、
定
僧
を
石
臼
で
殺
そ
う
と
し
た
が
誤
っ
て
夫
の
子
明
を
殺
し
て
し
ま
う
。
そ
こ
で
、
馬
氏
は
子
明
殺
害
の
罪
を
定
僧
に
擦
り
つ
け
た
上
に
、
真
実
を
言
わ
ぬ
よ
う
堅
く
口
止
め
す
る
の
だ
が
、
名
判
官
包
公
が
彼
女
の
悪
事
を
看
破
す
る
。
馬
氏
が
包
公
の
銅
鍘
で
処
刑
さ
れ
、
子
明
は
「
霊
牙
宝
杖
」
で
蘇
ら
さ
れ
て
、
再
び
一
家
団
円
と
な
る
。
そ
の
後
、
一
家
成
仏
す
る
。
　『
賢
良
宝
巻
』
は
、
比
較
的
少
な
い
紙
幅
な
が
ら
、
テ
ン
ポ
よ
く
物
語
が
進
行
し
因
果
応
報
を
説
い
て
い
る
。
標
題
に
「
仏
説
」
と
冠
す
る
よ
う
に
、
挙
香
讃･
諸
仏
奉
請･
開
経
偈
な
ど
、
長
々
と
仏
教
的
な
前
置
き
を
唱
い
あ
げ
た
後
、
よ
う
や
く
本
題
に
は
い
る
。
こ
の
よ
う
な
冒
頭
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
民
国
年
間
に
芸
能
化
さ
れ
た
『
生
死
牌
宝
巻
』
と
は
ス
タ
イ
ル
が
異
な
り
、
宝
巻
が
本
来
持
つ
仏
法
宣
布
の
息
吹
が
感
じ
ら
れ
る
。
な
お
、
こ
こ
で
は
「
仏
」
と
言
う
字
を
使
っ
て
仏
典
に
擬
し
て
い
る
が
、
具
体
的
に
何
れ
か
の
仏
尊
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を
指
す
と
い
う
よ
り
は
、
単
に
漠
然
と
神
聖
さ
を
標
示
し
て
い
る
だ
け
で
あ
ろ
う
。
既
述
の
如
く
、
嘉
慶
年
間
は
、
古
宝
巻
時
代
が
終
わ
り
、
宝
巻
が
新
た
な
全
盛
期
を
迎
え
よ
う
と
す
る
時
期
で
あ
る
。
故
に
、
こ
の
作
品
は
構
造･
表
現
な
ど
の
文
学
面
に
お
い
て
も
、
宝
巻
史
そ
の
も
の
の
研
究
に
お
い
て
も
注
目
に
値
す
る
存
在
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
別
稿
に
譲
る
こ
と
と
す
る
。
本
稿
で
は
、
ひ
と
ま
ず
『
生
死
牌
宝
巻
』
と
の
関
わ
り
に
即
し
て
考
え
た
い
。
　『
賢
良
宝
巻
』
は
時
代
が
北
宋
の
仁
宗
朝
、
舞
台
が
汴
京
と
設
定
さ
れ
て
お
り
、
人
名
も
前
述
す
る
『
生
死
牌
宝
巻
』
と
異
な
る
こ
と
か
ら
、
別
の
物
語
だ
と
思
わ
れ
が
ち
で
あ
る
。
し
か
し
、
上
記
の
要
約
か
ら
も
明
か
の
よ
う
に
両
書
の
話
柄
は
ま
っ
た
く
同
一
で
あ
る
。
た
だ
し
、『
賢
良
宝
巻
』
で
は
、
観
音
で
は
な
く
、
包
公
が
事
件
に
決
着
を
つ
け
、
裁
判
物
語
と
な
っ
て
い
る
点
が
興
味
深
い
。
　
前
述
の
よ
う
に
、
包
公
の
裁
判
物
語
は
包
公
説
話
と
し
て
、
宋
の
話
本
、
元
の
雑
劇
か
ら
明
の
「
説
唱
詞
話
」
を
経
て
、
今
日
に
至
る
ま
で
、
小
説
、
語
り
物
や
演
劇
な
ど
の
形
式
で
伝
承
さ
れ
て
い
る
。
　
包
公
劇
に
お
け
る
、
伯
母
に
よ
る
甥
い
じ
め
の
話
と
い
う
と
、
元
雑
劇
無
名
氏
撰
の
『
神
奴
児
』（『
神
奴
児
大
鬧
開
封
府
』
と
も
言
う
（
が
挙
げ
ら
れ
る
。『
神
奴
児
』
の
あ
ら
す
じ
を
簡
単
に
記
せ
ば
、
次
の
ご
と
く
で
あ
る
。
李
徳
義
が
悪
妻
0
0
王
氏
に
唆
さ
れ
て
、
兄
李
徳
仁
に
分
家
0
0
を
迫
っ
た
た
め
徳
仁
が
憤
死
す
る
、
さ
ら
に
王
氏
は
甥
の
神
奴
児
を
虐
め
、
絞
殺
し
て
母
親
李
氏
に
罪
を
せ
き
よ
う
と
す
る
、
包
公
が
神
奴
児
の
幽
霊
の
訴
え
を
受
け
て
裁
判
を
す
る
（『
曲
海
総
目
提
要
』
巻
四
（。
　『
神
奴
児
』
で
は
、
弟
が
兄
の
身
替
わ
り
に
な
っ
て
受
刑
す
る
く
だ
り
こ
そ
み
ら
れ
な
い
が
、
兄
弟
の
仲
が
大
変
よ
い
こ
と
、
悪
妻
に
よ
る
兄
弟
分
家
や
、
伯
母
に
よ
る
甥
い
じ
め
は
『
賢
良
宝
巻
』
と
同
工
異
曲
で
あ
る
。
　
ま
た
、
元
曲
『
包
待
制
智
賺
合
同
文
』
と
も
登
場
人
物
に
関
し
て
類
似
点
が
見
ら
れ
る
。
こ
の
話
は
包
公
が
機
知
を
以
て
家
庭
の
財
産
継
承
権
を
裁
判
す
る
も
の
で
、
物
語
展
開
が
『
賢
良
宝
巻
』
と
異
な
る
が
、
人
物
設
定
は
以
下
の
よ
う
に
似
通
っ
て
い
る
。
開
封
の
町
は
ず
れ
に
、
劉
天
祥･
天
瑞
と
い
う
仲
の
よ
い
兄
弟
が
い
る
。
兄
天
祥
の
妻
楊
氏
は
子
連
れ
の
再
婚
で
あ
り
、
弟
天
瑞
に
は
一
子
安
住
が
い
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る
の
だ
が
、
強
欲
な
楊
氏
が
連
れ
子
に
劉
家
の
全
財
産
を
継
が
せ
た
い
と
あ
れ
こ
れ
画
策
す
る
。
な
お
、『
包
待
制
智
賺
合
同
文
』
は
、
話
本
「
合
同
文
字
記
」（
明･
洪
楩
『
清
平
山
堂
話
本
』
所
収
（
を
リ
ラ
イ
ト
し
た
と
さ
れ
た
も
の
で
、「
張
員
外
義
撫
螟
蛉
子
　
包
龍
図
智
賺
合
同
文
」
と
題
さ
れ
『
初
刻
拍
案
驚
奇
』
巻
三
三
に
も
収
め
ら
れ
て
お
り
、
庶
民
に
馴
染
み
の
深
い
物
語
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
易
者
の
言
に
よ
る
血
光
の
災
0
0
0
0
は
、
元
雑
劇
無
名
氏
撰
の
『
玎
玎
璫
璫
盆
児
鬼
』、
元
雑
劇
武
漢
臣
の
『
包
待
制
智
賺
生
金
閣
』、
短
編
白
話
小
説
集
『
警
世
通
言
』
巻
十
三
「
三
現
身
包
龍
図
断
冤
」
な
ど
に
も
み
ら
れ
、
包
公
説
話
に
は
よ
く
あ
る
モ
チ
ー
フ
で
あ
る
。
　
こ
う
し
て
み
る
と
、『
賢
良
宝
巻
』
は
先
行
す
る
い
く
つ
か
の
包
公
説
話
を
下
敷
き
に
し
、
そ
れ
ら
の
作
品
の
枠
組
み
や
モ
チ
ー
フ
を
取
り
、
お
馴
染
み
の
道
具
立
て
を
転
用
し
な
が
ら
、
宝
巻
と
し
て
組
み
立
て
ら
れ
て
い
る
跡
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。
二
　
関
連
作
品
か
ら
み
た
物
語
の
宝
巻
化
　
こ
こ
ま
で
『
生
死
牌
宝
巻
』
と
先
行
文
学
と
の
関
わ
り
を
概
観
し
た
。
次
に
、
河
西
地
域
に
広
く
宣
講
さ
れ
る
『
烙
碗
計
宝
巻
』（
各
地
の
巻
名
が
異
な
る
が
、
こ
こ
で
は
河
西
地
域
の
同
話
を
『
烙
碗
計
宝
巻
』
と
総
称
す
る
（
も
紹
介
し
て
お
こ
う（（
（
。
筆
者
が
現
在
参
考
に
で
き
る
の
は
以
下
の
版
本
で
あ
る
。
　
①
　
烙
碗
計
宝
巻
　『
河
西
宝
巻
続
選
』
下
巻（（
（
（
同
版
『
河
西
宝
巻
集
粋
』
下
巻（（
（
に
再
収
録
（
　
②
　
仁
義
宝
巻
　
　『
山
丹
宝
巻
』
上
冊（（
（
　
③
　
落
碗
宝
巻
　
　『
金
張
掖
民
間
宝
巻
』（
二（（
（
（
　
④
　
落
碗
宝
巻
　
　『
酒
泉
宝
巻
』
第
五
輯（（1
（
　
こ
の
四
種
の
「
整
理
本
」
は
字
句
に
僅
か
な
相
違
が
あ
る
も
の
の
、
構
成
や
内
容
は
ほ
ぼ
一
致
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
同
系
統
の
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「
兄
弟
宝
巻
」
と
見
な
し
て
よ
か
ろ
う
。
た
だ
し
①
に
は
、
新
中
国
成
立
以
降
の
い
わ
ゆ
る
「
新
抄
本
」
で
あ
る（（（
（
。
河
西
地
域
の
「
烙
碗
計
」
物
語
も
、
あ
ら
す
じ
が
殆
ど
上
記
の
『
賢
良
宝
巻
』
と
同
じ
で
あ
る
が
、
弟
の
子
忠
が
兄
の
替
わ
り
に
受
刑
す
る
こ
と
を
懇
願
す
る
く
だ
り
で
は
、
ふ
た
り
の
命
運
を
き
め
る
小
道
具
は
「
聴
天
由
命
（
天
に
従
い
運
に
任
せ
る
（」
と
書
い
た
一
枚
の
板
で
あ
っ
た
、
そ
れ
を
子
忠
が
先
に
取
っ
た
こ
と
か
ら
、
や
っ
と
兄
の
身
替
わ
り
に
な
る
こ
と
が
で
き
た
と
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
次
に
述
べ
る
戯
劇
か
ら
影
響
を
受
け
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
こ
か
ら
も
、「
古
層
」
の
も
の
を
保
ち
な
が
ら
近
現
代
的
要
素
を
も
取
り
入
れ
て
い
る（（（
（
、
と
い
う
河
西
宝
巻
の
特
色
が
み
ら
れ
て
興
味
深
い
。
な
お
、「
烙
碗
計
」
と
は
、
馬
氏
が
企
ん
だ
甥
い
じ
め
の
手
段
の
一
つ
で
、
直
火
で
熱
く
し
た
碗
を
そ
の
ま
ま
甥
に
持
た
せ
て
、
火
傷
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。『
生
死
牌
宝
巻
』
で
も
見
ら
れ
る
痛
々
し
い
く
だ
り
で
あ
る
が
、
秦
腔
折
子
戯
『
烙
碗
計
』（『
秦
腔
劇
目
初
考
』
三
八
九
頁
、
陝
西
芸
術
研
究
所
編
、
一
九
八
四
年
（
な
ど
の
よ
う
に
、
こ
の
一
折
の
み
を
「
烙
碗
計
（
記
（」
と
題
し
、
悪
人
を
ク
ロ
ー
ズ･
ア
ッ
プ
し
て
演
じ
る
地
方
劇
も
あ
る
。
　
こ
こ
ま
で
、「
生
死
牌
」
物
語
と
関
わ
り
を
持
つ
宝
巻
を
み
て
き
た
。
清
末
民
国
年
間
に
は
、
そ
の
ほ
か
の
語
り
物
や
演
劇
に
お
い
て
も
同
類
の
作
品
が
み
ら
れ
る
。
以
下
に
主
な
も
の
を
列
記
し
、
あ
ら
す
じ
の
替
わ
り
に
物
語
の
流
れ
を
キ
ー
ワ
ー
ド
で
示
す
。
　
○
鼓
詞
『
烙
碗
記
』
二
巻
一
冊
　
　
　
清
宣
統
元
年
刊
本
、
台
湾
中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
傅
斯
年
図
書
館
所
蔵（（（
（
　
　
扉
葉
題
『
繍
像
全
伝
烙
碗
記
』、
題
の
右
に
「
新
写
定
生
打
碗
上
下
全
部
」
と
記
す
。
　
本
書
の
内
容
は
河
西
地
域
の
「
烙
碗
計
」
と
ほ
ぼ
同
じ
で
、
同
系
統
の
物
語
と
確
認
で
き
る
。
　
　
○
石
派
書
『
包
公
案
鉄
蓮
花
』　
十
二
巻
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抄
本
、
台
湾
中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
傅
斯
年
図
書
館
蔵（（（
（
　
本
書
は
、
石
派
書
と
し
て
分
類
さ
れ
て
い
る
。
石
派
書
（
石
韻
書
と
も
い
う
（
と
は
、
道
光
年
間
に
北
京
で
活
躍
し
た
石
玉
崑
（
一
八
一
〇
　
一
八
七
一
？
（
の
名
講
釈
『
龍
図
公
案
』
の
テ
キ
ス
ト
が
流
派
に
よ
っ
て
語
り
継
が
れ
た
も
の
を
指
す（（（
（
。
こ
の
分
類
が
正
確
で
あ
れ
ば
、
石
玉
崑
お
よ
び
そ
の
同
時
代
の
講
釈
名
手
ら
が
、
嘉
慶
年
間
に
す
で
に
転
抄
さ
れ
て
い
た
『
賢
良
宝
巻
』
か
ら
取
材
し
て
、
盛
り
場
で
語
っ
て
い
た
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。
さ
て
、
こ
の
抄
本
の
内
容
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。
　
冒
頭
に
八
句
の
詩
を
詠
ん
だ
後
に（（（
（
、
題
名
「
鉄
蓮
花
」
に
因
み
、
そ
の
出
所
の
説
明
が
続
く
。
鉄
蓮
花
は
も
と
も
と
、
紫
竹
林
の
観
音
菩
薩
の
法
座
に
あ
る
鉄
製
の
海
灯
で
あ
る
。
千
年
の
修
業
で
得
道
し
た
た
め
、
観
音
か
ら
燃
灯
侍
女
に
封
ぜ
ら
れ
る
。
四
月
八
日
観
音
が
雷
音
寺
へ
行
っ
た
隙
に
、
燃
灯
侍
女
が
人
間
へ
遊
び
に
で
た
こ
と
か
ら
、
罰
と
し
て
姿
を
仏
前
の
灯
に
戻
さ
れ
る
。
土
地
神
が
灯
明
売
り
に
身
を
や
つ
し
て
こ
の
灯
を
売
る
。
そ
れ
を
買
っ
た
の
は
、
北
宋
仁
宗
朝
、
汴
京
の
城
外
永
寧
庄
に
住
む
金
持
ち
劉
家
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
本
題
に
入
る
。
な
お
、
兄
弟
家
族
の
名
は
、
兄
自
明
（
後
妻
頼
氏
、
連
れ
子
保
住
（、
弟
自
忠
（
妻
李
氏
、
子
定
生
、
女
玉
姑
（
と
し
て
い
る
。
　
頼
氏
讒
言
→
兄
弟
分
家
→
仏
前
の
灯
が
蓮
花
仙
姑
に
化
し
て
百
日
の
災
を
自
明
に
お
告
げ
→
自
明
掛
取
り
に
出
か
け
る
→
酔
っ
て
債
権
者
を
殴
り
死
な
せ
る
→
自
忠
が
兄
の
身
替
わ
り
に
な
り
た
い
と
懇
願
→
「
聴
天
由
命
0
0
0
0
」
と
書
い
た
首
か
せ
0
0
0
0
0
0
0
を
壁
に
た
て
兄
弟
が
法
廷
の
両
側
の
戸
か
ら
競
っ
て
取
る
→
自
忠
が
先
に
取
る
→
蓮
花
仙
姑
が
「
還
魂
丹
」
を
縛
り
首
に
な
る
自
忠
の
口
に
→
頼
氏
、
自
明
不
在
の
隙
に
李
氏
に
再
婚
を
迫
る
→
李
氏
出
家
→
頼
氏
、
定
生
を
虐
待
→
夜
中
に
定
生
を
殺
そ
う
と
し
た
が
誤
っ
て
自
明
を
殺
す
→
定
生
に
自
明
殺
害
の
罪
を
擦
り
つ
け
た
上
に
口
止
め
さ
せ
る
→
包
公
が
観
音
か
ら
お
告
げ
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
を
受
け
→
定
生
の
冤
罪
を
晴
ら
す
→
自
忠
自
明
が
還
魂
→
一
家
団
円　
こ
の
話
は
み
て
の
通
り
、『
賢
良
宝
巻
』
の
物
語
を
基
礎
と
し
な
が
ら
、
因
果
応
報
、
輪
廻
転
生
と
い
っ
た
仏
教
的
要
素
を
あ
し
ら
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い
、
観
音
の
お
告
げ
と
い
っ
た
神
秘
的
な
も
の
ま
で
加
味
し
、
物
語
の
構
成
や
表
現
に
も
手
を
い
れ
る
な
ど
の
操
作
を
加
え
、
短
い
宝
巻
か
ら
十
二
回
に
も
及
ぶ
連
続
物
の
講
釈
へ
と
そ
の
姿
を
変
え
た
。
　
観
音
に
謫
せ
ら
れ
た
燃
灯
侍
女
が
使
者
と
し
て
劉
家
の
す
べ
て
を
見
守
る
と
い
う
臨
凡
の
形
は
、
俗
文
学
や
民
間
説
話
に
よ
く
あ
る
、
過
失
か
ら
罪
を
得
て
流
謫
を
命
ぜ
ら
れ
る
謫
仙
の
物
語
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
発
想
を
逆
転
さ
せ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
の
鉄
蓮
花
の
由
来
説
が
付
け
加
え
ら
れ
た
そ
も
そ
も
の
原
因
は
、
物
語
の
作
者
（
語
り
手
（
が
「
鉄
蓮
花
」
と
い
う
標
題
の
合
理
性
の
た
め
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
以
下
に
述
べ
る
観
音
と
鉄
蓮
花
に
ま
つ
わ
る
伝
説
を
知
ら
な
い
地
域
の
聴
衆
に
は
、
鉄
蓮
花
と
い
え
ば
観
音
に
関
わ
る
話
だ
と
い
う
自
明
の
認
識
を
持
っ
て
い
な
い
可
能
性
が
あ
る
。
当
時
、
腕
に
よ
り
を
か
け
た
語
り
の
名
手
た
ち
が
こ
の
こ
と
を
配
慮
し
て
、
か
よ
う
な
興
味
深
い
前
置
き
を
編
み
出
し
た
の
で
は
な
い
か
。
　
○
鄭
振
鐸
旧
蔵
本
『
鉄
蓮
花
』
　
抄
本
十
二
巻
、
中
国
国
家
図
書
館
蔵
　
　
本
書
は
上
記
の
台
湾
中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
傅
斯
年
図
書
館
所
蔵
本
と
個
別
の
文
字
の
違
い
を
除
け
ば
、
内
容
が
ほ
と
ん
ど
同
様
で
あ
る
。
巻
首
標
題
は
『
鉄
蓮
花
全
伝
』
と
す
る
。
　
○
清
蒙
古
車
王
府
曲
本
『
鉄
蓮
花
総
講
』
四
冊
　
冒
頭
で
は
、
観
音
が
善
才
龍
女
に
伴
っ
て
登
場
し
、「
紫
竹
林
鶯
歌
声
送
　
金
蓮
湧
海
島
並
擁
…
」
と
一
曲
「
点
絳
唇
」
を
唱
っ
た
後
、
本
題
に
入
る
。
観
音
が
物
語
の
始
ま
り
と
終
り
に
し
か
登
場
し
な
い
が
、
全
知
全
能
の
お
見
通
し
と
し
て
人
間
界
の
す
べ
て
を
見
守
っ
て
い
る
。
な
お
、
兄
弟
の
名
は
兄
子
忠
（
後
妻
馬
氏
と
そ
の
甥
宝
珠
（、
弟
子
明
（
妻
王
氏
、
子
定
生
、
女
賽
姐
（
と
し
て
お
り
、
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通
行
の
も
の
と
逆
に
な
っ
て
い
る
。
　
子
忠
の
誕
生
祝
宴
→
易
者
が
百
日
の
災
い
に
遭
う
こ
と
を
託
宣
→
馬
氏
の
讒
言
→
兄
弟
分
家
→
子
忠
が
掛
け
取
り
で
人
を
殴
り
殺
し
→
生
死
板
（
生
と
死
を
書
い
た
二
枚
の
板
（
を
争
っ
て
取
る
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
→
子
明
が
兄
の
身
替
わ
り
に
縛
り
首
に
な
る
→
王
氏
、
再
婚
を
拒
否
し
出
家
→
馬
氏
、
定
生
を
虐
め
る
→
石
臼
で
誤
っ
て
子
忠
を
殺
す
→
包
公
が
子
忠
を
蘇
生
さ
せ
る
→
観
音
が
雷
神
を
遣
わ
し
て
子
明
の
柩
を
砕
く
→
兄
弟
が
科
挙
に
合
格
　
本
書
に
あ
る
誕
生
祝
宴
、
生
死
板
、
雷
神
や
科
挙
試
験
な
ど
の
モ
チ
ー
フ
は
『
生
死
牌
宝
巻
』
に
も
み
ら
れ
る
。
た
だ
、
最
初
に
あ
る
子
忠
の
誕
生
祝
い
は
、『
生
死
牌
宝
巻
』
で
は
い
じ
め
の
最
後
の
場
面
に
移
し
、
尤
氏
が
祝
宴
で
姉
弟
を
毒
殺
し
よ
う
と
す
る
く
だ
り
で
使
わ
れ
て
い
る
。
　
上
記
の
ほ
か
に
、
こ
の
物
語
は
京
劇
を
始
め
、
各
地
方
劇
の
劇
目
に
も
著
録
さ
れ
て
い
る
が
、
多
く
は
上
記
の
系
統
を
引
く
も
の
、
あ
る
い
は
近
年
の
新
作
ま
た
は
改
作
で
あ
る
た
め
こ
こ
で
は
列
挙
し
な
い
。
　
以
上
の
如
く
、
こ
の
物
語
は
、
語
り
物
や
演
劇
な
ど
で
広
く
演
じ
ら
れ
、
話
に
尾
ひ
れ
が
つ
い
て
膨
ら
み
つ
づ
け
て
き
た
が
、
登
場
人
物
名
か
ら
物
語
の
大
筋
ま
で
大
差
が
な
い
の
が
確
認
で
き
る
。
こ
れ
ら
の
情
節
に
お
け
る
個
別
の
改
変
に
よ
り
、
ど
ち
ら
の
作
品
の
成
立
が
早
い
か
を
断
定
す
る
こ
と
は
も
と
よ
り
不
可
能
で
あ
る
が
、
嘉
慶
年
間
に
す
で
に
転
抄
さ
れ
て
い
た
『
賢
良
宝
巻
』
の
影
響
は
ま
ず
度
外
視
す
る
こ
と
が
で
き
ま
い
。
　
こ
こ
で
、
以
上
に
あ
げ
た
一
連
の
作
品
に
お
け
る
物
語
の
影
響
関
係
を
整
理
す
れ
ば
、
次
の
よ
う
に
な
ろ
う
。『
賢
良
宝
巻
』
は
、
包
公
説
話
に
由
来
す
る
物
語
の
話
柄
や
モ
チ
ー
フ
、
道
具
立
て
を
取
り
、
作
り
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
宝
巻
物
語
が
、
語
ら
れ
て
い
く
う
ち
に
再
び
俗
文
学
、
民
間
信
仰
の
中
に
種
を
播
き
、
新
し
い
包
公
物
語
の
素
材
と
し
て
盛
り
場
で
語
ら
れ
、
戯
劇
化
さ
れ
る
。
さ
ら
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に
、
戯
劇
を
始
め
と
す
る
各
種
の
文
芸
で
膨
ら
ま
さ
れ
た
物
語
と
従
来
あ
っ
た
古
宝
巻
の
要
素
を
取
り
入
れ
て
、
民
国
の
宝
巻
の
極
盛
期
に
、
新
宝
巻
と
し
て
新
た
に
改
作
さ
れ
た
。
こ
れ
は
つ
ま
り
、『
生
死
牌
宝
巻
』
で
あ
る
。
現
代
地
方
劇
で
も
お
馴
染
み
の
い
わ
ゆ
る
「
生
死
牌
」
物
語
は
、
こ
う
し
て
戯
劇･
語
り
物
（
小
説
（
　
（
古
（
宝
巻
　
戯
劇･
語
り
物
　
（
新
（
宝
巻
と
変
転
循
環
し
て
い
た
の
で
あ
る
。三
　『
生
死
牌
宝
巻
』
に
お
け
る
改
編
　『
生
死
牌
宝
巻
』
は
、
先
行
す
る
作
品
と
比
較
す
る
と
、
物
語
の
舞
台
・
登
場
人
物
名
を
変
え
た
り
、
プ
ロ
ッ
ト
を
随
意
に
移
動･
追
加
し
た
り
し
て
、
自
由
闊
達
な
改
作
を
試
み
て
い
る
の
が
わ
か
る
。『
賢
良
宝
巻
』
の
話
柄
を
も
と
に
し
な
が
ら
、
そ
の
構
成
や
主
旨
に
拘
泥
せ
ず
に
、
ス
ト
ー
リ
ー
を
よ
り
複
雑
化
し
て
い
る
。
　
標
題
に
「
又
の
名
　
鉄
蓮
花
」
と
記
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、『
生
死
牌
宝
巻
』
に
お
け
る
改
変
の
多
く
は
、「
鉄
蓮
花
」
と
題
す
る
語
り
物
や
演
劇
か
ら
影
響
を
受
け
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
点
は
、
唱
の
表
現
に
お
い
て
近
似
す
る
箇
所
が
散
見
す
る
こ
と
か
ら
も
明
か
で
あ
る
。
ま
た
、
作
品
に
お
け
る
頻
繁
な
場
面
転
換
と
い
う
展
開
方
法
も
演
劇
か
ら
の
借
用
で
あ
り
、
宝
巻
が
芸
能
化
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
端
的
に
示
し
て
い
る
。
　『
賢
良
宝
巻
』
の
、
兄
の
身
替
わ
り
と
な
る
弟
を
称
え
、
甥
を
虐
め
る
伯
母
を
非
難
し
、
包
公
が
悪
を
懲
ら
す
と
い
う
単
純
明
快
な
構
成
に
対
し
、『
生
死
牌
宝
巻
』
で
は
こ
れ
に
、
夫
を
亡
く
し
た
悲
し
み
に
よ
る
銭
氏
の
病
死
、
忠
僕
の
凍
死
、
毒
殺
未
遂
な
ど
の
情
節
を
交
錯
さ
せ
な
が
ら
、
物
語
が
紆
余
曲
折
を
経
て
よ
う
や
く
結
末
に
た
ど
り
つ
く
。
包
公
の
裁
判
は
、『
生
死
牌
宝
巻
』
を
よ
り
「
宝
巻
ら
し
く
」
す
る
た
め
か
、
そ
の
役
柄
が
完
全
に
観
音
に
す
り
か
わ
っ
て
い
る
。
ま
た
、
一
家
大
団
円
し
た
後
も
、
成
人
し
た
姉
弟
の
才
子
佳
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人
式
の
後
日
談
が
延
々
と
唱
い
続
く
こ
と
は
、
当
時
流
行
り
の
弾
詞
の
ス
タ
イ
ル
を
連
想
さ
せ
る
。
　
し
か
し
、
こ
の
作
品
は
巻
首
に
「
新
出
」
と
標
示
し
て
い
る
通
り
、
先
行
作
品
か
ら
影
響
を
受
け
な
が
ら
、
独
創
的
な
点
も
少
な
く
な
い
。
以
下
に
例
と
し
て
そ
の
特
徴
的
な
も
の
を
二
、
三
挙
げ
る
。
　『
賢
良
宝
巻
』
で
は
、
弟
の
妻
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
子
供
を
守
る
力
の
な
い
弱
き
者
と
し
て
描
か
れ
、
夫
の
死
後
や
む
を
得
ず
に
尼
寺
に
出
家
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
尼
寺
に
出
家
す
る
設
定
は
、
早
期
の
宝
巻
の
特
徴
と
し
て
、
宣
巻
者
が
多
く
尼
姑
、
聴
衆
が
多
く
女
性
、
場
所
が
尼
寺
か
閨
中
で
あ
っ
た
な
ど
の
こ
と
を
考
え
る
と
、
も
っ
と
も
順
当
な
も
の
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
尼
寺
が
迫
害
に
苦
し
み
、
辛
酸
を
嘗
め
る
女
性
の
逃
げ
道
で
あ
る
こ
と
は
古
宝
巻
の
常
例
な
の
で
あ
る
。『
賢
良
宝
巻
』
以
降
の
語
り
物
や
演
劇
も
、
こ
の
設
定
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
最
後
に
包
公
が
母
子
を
再
会
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
事
件
の
真
相
を
暴
く
と
い
う
伏
線
と
し
て
活
か
さ
れ
て
い
る
と
同
時
に
、
聴
（
観
（
衆
の
感
動
の
涙
を
も
誘
っ
て
い
る
。
　
さ
て
、『
生
死
牌
宝
巻
』
で
は
、
甥
を
虐
め
る
尤
氏
が
絶
対
的
強
者
と
描
か
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
銭
氏
が
裕
福
な
一
家
を
賢
く
切
り
盛
り
し
、
尤
氏
と
対
立
す
る
よ
う
に
設
定
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
通
行
作
品
に
あ
る
、
や
む
な
く
出
家
す
る
こ
と
や
、
悲
喜
こ
も
ご
も
の
母
子
再
会
な
ど
の
こ
と
も
あ
り
え
な
く
な
る
。
た
だ
、
二
人
の
子
供
が
苦
難
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
か
ら
、
銭
氏
が
亡
夫
思
い
で
一
旦
病
死
し
、
魂
が
観
音
の
仙
山
へ
連
れ
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
後
、
観
音
の
慈
悲
に
よ
っ
て
蘇
生
し
、
褒
美
と
し
て
二
期
（
二
四
年
（
の
寿
命
を
賜
る
。
子
供
の
受
難
と
い
う
発
想
は
、
大
衆
の
熟
知
す
る
『
西
遊
記
』
の
悟
空
一
行
が
八
一
難
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
か
ら
転
用
し
た
と
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
銭
氏
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
に
対
す
る
大
幅
な
改
変
は
、
江
南
地
域
の
観
音
信
仰
の
反
映
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
銭
氏
が
尤
氏
へ
の
対
立
行
為
を
強
調
す
る
趣
向
も
お
も
し
ろ
い
。
こ
の
よ
う
な
家
庭
内
の
女
性
が
、
互
い
に
譲
ら
ず
に
言
い
争
う
描
写
は
、
世
間
人
情
を
描
き
映
し
た
明
清
白
話
小
説
の
多
く
の
場
面
を
思
い
出
さ
せ
て
興
味
深
い
。
　
さ
ら
に
、
兄
弟
分
家
を
仲
介
す
る
伯
父
（
亡
き
母
の
弟
（
が
道
化
役
と
し
て
登
場
す
る
く
だ
り
も
、
言
及
す
べ
き
本
書
な
ら
で
は
の
工
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夫
で
あ
る
。
　
母
親
の
兄
弟
は
中
国
語
で
「
舅jiù
」（
呉
方
言
で
は
「
娘
ニ
ャ
ン
舅ジュ
」（
と
い
い
、
娘
舅
は
女
兄
弟
の
子
供
を
「
外
甥
」
と
呼
ぶ
。
親
戚
関
係
の
中
で
、
娘
舅
が
外
甥
を
特
に
可
愛
が
り
、
外
甥
も
娘
舅
の
こ
と
を
特
に
親
し
み
を
感
じ
る
と
い
う
の
は
庶
民
の
共
通
認
識
で
あ
る
。
「
外
甥
打
灯
籠
　
照
舅zhàojiù
」（
甥
が
提
灯
を
か
か
げ
る
　
照
旧zhàojiù
　
相
変
わ
ら
ず
（
と
い
う
歇
後
語
が
あ
る
よ
う
に
、
外
甥
と
娘
舅
は
非
常
に
親
し
い
間
柄
で
あ
る
と
同
時
に
、
言
葉
と
し
て
も
常
に
対
と
し
て
用
い
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
親
密
な
間
柄
ゆ
え
に
、
外
甥
兄
弟
の
諍
い
が
起
こ
っ
た
時
、
娘
舅
が
仲
介
人
と
し
て
登
場
す
る
の
も
、
庶
民
の
常
識
で
は
暗
黙
の
約
束
事
で
あ
る
。
　
本
書
で
は
、
道
化
役
と
し
て
出
番
す
る
「
娘
舅
」
の
名
は
、
ほ
か
な
ら
ぬ
柴
公
道
（
裁
公
道
　
公
道
を
裁
く
（
と
い
う
。
仲
介
役
に
ぴ
っ
た
り
の
名
前
で
あ
る
と
同
時
に
、
ユ
ー
モ
ア
も
込
め
ら
れ
て
お
り
、
観
（
聴
（
衆
の
笑
い
を
誘
わ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。
こ
う
し
た
万
人
周
知
の
こ
と
を
さ
ら
に
一
ひ
ね
り
し
て
盛
り
込
む
と
い
う
遊
び
心
が
、
こ
の
く
だ
り
を
一
風
変
わ
っ
た
コ
メ
デ
ィ
に
仕
立
て
あ
げ
て
い
る
。
こ
の
部
分
は
明
ら
か
に
、
道
化
役
の
活
躍
を
描
写
す
る
た
め
に
追
加
し
た
も
の
で
あ
り
、
作
者
（
宣
巻
師
（
の
苦
心
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
、
こ
の
後
、
痛
々
し
い
「
甥
い
じ
め
」
が
進
行
す
る
中
で
、
近
く
に
住
む
は
ず
の
「
裁
公
道
」
が
そ
れ
き
り
登
場
し
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
は
、
不
自
然
で
あ
り
、
整
合
性
を
欠
く
憾
み
が
あ
る
。
　
ほ
か
に
、
債
権
者
が
子
明
か
ら
金
を
借
り
た
理
由
は
官
職
を
買
う
た
め
だ
と
い
う
よ
う
に
改
変
し
、
弟･
子
安
を
看
守
す
る
獄
吏
が
茶
代
を
待
ち
か
ね
て
い
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
追
加
す
る
の
は
、
清
末
民
国
の
時
世
を
書
き
写
し
た
パ
ロ
デ
ィ
ー
と
し
て
、
構
想
さ
れ
た
も
の
だ
と
い
え
よ
う
。
　
こ
う
し
た
細
部
の
改
変･
追
加
は
、
大
衆
芸
能
と
い
う
場
の
要
請
で
あ
ろ
う
。
大
衆
芸
能
に
お
い
て
は
、
聴
衆
も
し
く
は
観
客
の
興
味
を
持
続
さ
せ
る
た
め
に
さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
が
な
さ
れ
る
の
が
常
で
あ
る
。
上
記
の
よ
う
に
、
本
筋
と
は
無
関
係
な
お
笑
い
が
適
当
な
間
隔
を
置
い
て
配
置
さ
れ
る
の
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
芸
能
、
演
劇
に
共
通
し
て
認
め
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
虐
め
の
残
酷
さ
と
お
笑
い
の
滑
稽
さ
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を
共
存
さ
せ
る
語
り
口
、
即
ち
、
痛
々
し
さ
、
不
平
、
驚
き
に
よ
る
緊
張
と
、
こ
れ
を
一
挙
に
弛
緩
さ
せ
発
散
さ
せ
る
哄
笑
と
の
巧
み
な
組
み
合
わ
せ
こ
そ
、
語
り
物
芸
能
の
聴
衆
が
求
め
て
い
る
も
の
な
の
で
あ
る
。
　
こ
の
作
品
の
面
白
さ
は
、
従
来
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
甥
い
じ
め
の
物
語
に
、
同
情
、
怒
り
に
よ
る
涙
と
笑
い
を
交
錯
さ
せ
た
と
い
う
こ
と
に
あ
る
と
言
え
よ
う
。
ち
な
み
に
、
こ
う
し
た
改
作
は
ま
た
、
小
説
や
戯
劇
、
弾
詞
の
物
語
を
母
胎
と
す
る
、
芸
能
化
さ
れ
た
「
新
宝
巻
」
に
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
　
こ
れ
ま
で
、『
生
死
牌
宝
巻
』
に
お
け
る
趣
向
を
凝
ら
し
た
細
部
の
改
作
・
追
加
を
い
く
つ
か
あ
げ
た
。
次
に
、「
生
死
牌
」
と
い
う
道
具
立
て
の
改
変
を
手
が
か
り
に
、
こ
の
物
語
の
民
間
信
仰
と
の
関
わ
り
を
考
え
て
み
た
い
。
四
　「
生
死
牌
」
物
語
に
み
る
民
間
信
仰
　
既
述
し
た
一
連
の
物
語
の
梗
概
を
確
認
し
て
み
る
と
、
弟
が
兄
に
替
わ
っ
て
受
刑
す
る
と
い
う
く
だ
り
に
お
い
て
、『
賢
良
宝
巻
』
で
は
、
単
に
吏
員
に
金
を
や
り
兄
の
身
替
わ
り
に
な
る
。
河
西
地
域
の
「
烙
碗
計
」
物
語
で
は
、
兄
弟
で
争
う
の
は
「
聴
天
由
命
」
と
書
い
た
一
枚
の
板
で
あ
る
が
、
石
派
書
『
包
公
案
鉄
蓮
花
』
で
は
、
さ
ら
に
一
ひ
ね
り
し
て
、「
聴
天
由
命
」
と
書
い
た
首
か
せ
と
い
う
象
徴
的
な
も
の
に
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
車
王
府
曲
本
『
鉄
蓮
花
総
講
』
で
は
、
生
と
死
を
書
い
た
二
枚
の
板
に
変
わ
っ
て
い
る
。（
生
（
死
を
争
う
話
が
伝
承
、
潤
色
さ
れ
て
い
る
う
ち
に
、「
聴
天
由
命
」
の
板
（
あ
る
い
は
首
か
せ
（
を
へ
て
、「
生
死
牌
（
板
（」
を
争
っ
て
取
る
こ
と
に
定
着
し
た
過
程
を
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
て
興
味
深
い
。
こ
の
よ
う
な
道
具
立
て
の
改
変
に
、
天
が
生
と
死
を
司
る
と
い
う
民
間
信
仰
が
垣
間
見
え
る
。
　
名
裁
判
官
包
公
は
い
わ
ば
中
国
の
大
岡
越
前
と
で
も
い
う
べ
き
存
在
で
あ
る
が
、
本
質
的
に
異
な
っ
て
い
る
の
は
、
包
公
が
庶
民
伝
説
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の
中
で
、
閻
魔
大
王
と
な
っ
て
生
命
に
対
す
る
報
い
を
執
り
行
い
、
宝
物
を
用
い
て
死
者
を
も
蘇
ら
せ
る
神
通
力
を
持
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
包
公
が
没
後
、
中
国
で
古
く
か
ら
冥
土
の
世
界
と
見
な
さ
れ
て
い
た
泰
山
の
「
速
報
司
」
に
な
っ
た
と
い
う
伝
説
が
早
く
か
ら
あ
る
（
（（
（
。「
速
報
司
」
と
い
う
の
は
、
生
前
の
行
い
の
報
い
が
速
や
か
に
実
現
す
る
よ
う
取
り
計
ら
う
、
あ
の
世
の
役
人
の
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
元
雑
劇
を
始
め
と
し
て
戯
曲
・
語
り
物
（
小
説
（
の
世
界
で
は
、
人
間
の
生
死
を
握
る
神
格
化
さ
れ
た
存
在
と
し
て
、
宗
教
的
、
民
間
信
仰
の
意
味
合
い
を
持
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
包
公
が
こ
の
世
の
人
間
で
あ
り
な
が
ら
、
天
に
代
わ
っ
て
、
生
と
死
を
司
る
力
を
も
持
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。（
生
（
死
を
争
っ
て
兄
弟
の
一
人
が
亡
く
な
り
、
遺
さ
れ
た
子
供
が
伯
母
の
虐
め
に
遭
う
、
と
い
う
物
語
に
包
公
が
実
に
相
応
し
い
登
場
人
物
と
言
え
よ
う
。『
賢
良
宝
巻
』
で
は
標
題
に
「
仏
説
」
と
冠
し
て
「
仏
」
の
神
聖
さ
を
標
示
し
な
が
ら
、
物
語
展
開
に
お
い
て
は
「
仏
の
力
に
頼
ら
ず
」
に
、
決
着
を
完
全
に
包
公
に
任
せ
た
ゆ
え
ん
も
こ
こ
に
あ
ろ
う
。
　
し
か
し
、『
賢
良
宝
巻
』
で
は
包
公
の
な
す
べ
き
と
こ
ろ
が
、
語
り
物
や
演
劇
の
中
で
は
、
観
音
が
全
知
全
能
の
存
在
と
し
て
登
場
し
、
包
公
に
お
告
げ
を
し
た
り
す
る
設
定
と
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
江
南
地
域
の
『
生
死
牌
宝
巻
』
で
は
観
音
が
完
全
に
包
公
に
取
っ
て
代
わ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
時
点
で
作
品
の
性
格
も
裁
判
物
で
な
く
な
り
、
単
な
る
観
音
信
仰
仕
立
て
の
宝
巻
へ
と
変
貌
し
た
。
　
実
は
、
上
述
す
る
語
り
物
や
演
劇
に
用
い
る
、「
鉄
蓮
花
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
が
す
で
に
観
音
の
活
躍
を
暗
示
し
て
い
る
。
鉄
蓮
花
と
南
海
観
音
の
関
わ
り
に
つ
い
て
、
江
南
地
域
で
は
次
の
よ
う
な
伝
説
が
よ
く
知
ら
れ
て
い
る（（（
（
。
　
唐
末
の
日
本
人
僧
侶
慧
鍔
は
五
台
山
よ
り
、
明
州
（
今
の
寧
波
（
か
ら
乗
船
し
て
観
音
像
を
日
本
へ
持
ち
か
え
ろ
う
と
し
た
。
途
中
、
杭
州
湾
普
陀
山
の
海
面
で
急
に
強
風
が
起
こ
り
、
海
に
多
数
の
鉄
の
蓮
花
が
現
れ
船
を
阻
ん
だ
。
こ
れ
を
き
っ
か
け
に
、
普
陀
山
の
仏
教
の
聖
地
と
し
て
の
地
位
が
築
か
れ
、
江
南
地
域
で
は
南
海
観
音
が
篤
く
信
仰
さ
れ
た
と
い
う
。「
鉄
蓮
花
」
を
聴
く
と
自
然
に
観
音
が
連
想
さ
れ
る
ゆ
え
ん
で
あ
る
。
　『
賢
良
宝
巻
』
の
物
語
が
伝
承
さ
れ
て
い
た
過
程
で
、
ど
の
作
品
か
ら
い
か
な
る
き
っ
か
け
で
「
鉄
蓮
花
」
と
い
う
題
名
に
変
わ
っ
た
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の
か
は
、
現
在
で
は
考
証
す
る
す
べ
も
な
い
が
、
語
り
物
や
演
劇
の
「
作
者
」
は
こ
の
タ
イ
ト
ル
に
合
理
性
を
持
た
せ
る
た
め
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
前
置
き
を
作
り
出
し
た
。『
包
公
案
鉄
蓮
花
』
で
は
、
既
述
の
如
く
、
興
味
深
い
鉄
蓮
花
の
由
来
説
を
編
み
出
し
、
当
時
の
語
り
の
名
手
な
ら
で
は
の
腕
前
を
み
せ
て
い
る
。
ま
た
、
車
王
府
曲
本
『
鉄
蓮
花
総
講
』
も
、
冒
頭
に
置
か
れ
て
い
る
「
紫
竹
林
鶯
歌
声
送 
金
蓮
湧
海
島
並
擁
」
云
々
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
上
記
の
鉄
蓮
花
の
伝
説
を
踏
ま
え
て
い
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
う
し
た
着
想
は
、
南
海
観
音
に
ま
つ
わ
る
民
間
信
仰
に
裏
付
け
ら
れ
て
い
る
も
の
に
違
い
な
い
。
　
江
南
地
域
に
お
け
る
観
音
信
仰
が
広
く
か
つ
深
く
民
間
に
浸
透
し
て
い
る
こ
と
は（（（
（
、
俗
文
学
の
作
品
の
数
か
ら
も
そ
の
一
端
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。
観
音
に
ま
つ
わ
る
話
に
お
い
て
、
戯
曲
で
は
『
香
山
記
』、
小
説
で
は
『
南
海
観
音
全
伝
』、『
全
像
観
音
出
身
南
遊
記
伝
』
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。
ま
た
、
宝
巻
で
は
、
香
山
観
音
に
因
む
話
だ
け
で
『
総
目
』
の
著
録
で
は
三
十
三
種
に
も
の
ぼ
る
。
こ
れ
ら
の
作
品
の
多
く
は
江
南
で
刊
行
さ
れ
て
い
た
。
清
末
民
国
年
間
の
江
南
地
域
の
宝
巻
の
盛
行
と
観
音
信
仰
が
メ
ビ
ウ
ス
の
輪
の
よ
う
に
表
裏
一
体
の
相
互
関
係
を
な
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
　『
賢
良
宝
巻
』
に
お
い
て
、
包
公
が
人
間
の
生
死
を
司
る
と
い
う
信
仰
が
、
観
音
信
仰
の
広
ま
り
と
浸
透
に
よ
っ
て
、
次
第
に
「
駆
逐
」
さ
れ
て
い
く
過
程
を
伺
え
て
興
味
深
い
。『
生
死
牌
宝
巻
』
が
ど
の
よ
う
に
先
行
す
る
説
話
を
受
け
継
ぎ
、
変
容
し
た
か
と
い
う
文
学
的
流
れ
の
中
で
は
、
こ
の
よ
う
な
民
間
信
仰
の
対
象
の
変
換
が
み
ら
れ
る
。
　
物
語
は
語
り
継
が
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
容
易
に
他
地
域
に
広
が
っ
て
い
く
。
仲
の
良
い
兄
弟
が
お
り
、
兄
の
後
妻
は
悪
人
で
あ
る
、
兄
の
身
替
わ
り
と
な
っ
て
弟
が
死
に
、
遺
さ
れ
た
子
供
が
伯
母
の
虐
め
に
苦
し
む
。
最
後
に
、
包
公
（
観
音
（
が
登
場
し
て
、
悪
者
を
懲
ら
し
め
て
、
善
人
を
蘇
ら
せ
る
。
こ
の
話
の
話
柄
を
ほ
と
ん
ど
保
っ
た
ま
ま
で
、
土
着
の
要
素
が
入
っ
て
く
る
、
と
い
う
伝
播
の
仕
方
が
見
ら
れ
る
。
こ
こ
で
、
事
件
に
決
着
を
つ
け
る
の
が
包
公
な
の
か
、
観
音
な
の
か
に
よ
っ
て
、
物
語
の
性
格
が
大
き
く
変
わ
っ
て
く
る
。
『
生
死
牌
宝
巻
』
は
包
公
と
関
係
な
い
展
開
を
設
定
さ
れ
て
い
る
が
、
実
は
、
そ
の
背
景
に
は
、
包
公
信
仰
か
ら
土
着
の
観
音
信
仰
へ
の
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シ
フ
ト
が
見
ら
れ
る
。『
生
死
牌
宝
巻
』
に
お
け
る
物
語
の
時
代
と
舞
台
の
改
変
も
こ
う
し
た
信
仰
を
背
景
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。『
生
死
牌
宝
巻
』
は
、
江
南
地
域
で
の
観
音
信
仰
を
念
頭
に
、
そ
の
時
代
そ
の
地
域
で
一
番
受
け
入
れ
や
す
い
地
元
バ
ー
ジ
ョ
ン
に
仕
立
て
ら
れ
た
の
で
あ
る（（1
（
。
付
記
：
本
稿
は
、
拙
著
『
搶
生
死
牌
宝
巻
　
影
印
・
翻
字
・
注
釈
』（
中
国
古
籍
文
化
研
究
所
、
二
〇
〇
五
年
（
の
「
解
説
篇
」
の
一
部
を
加
筆
修
正
し
、
論
考
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。
注（（
（ 
澤
田
瑞
穂
『
増
補
　
宝
巻
の
研
究
』
第
三
章
「
宝
巻
の
変
遷
」
三
七
頁
（
国
書
刊
行
会
、
一
九
七
五
年
（
参
照
。
（
（
（ 
南
宋
の
桂
万
栄
撰
。
戦
国
か
ら
宋
代
に
至
る
古
今
の
名
裁
判
の
公
案
（
判
例
（
一
四
四
件
が
二
話
ず
つ
対
比
さ
れ
、
合
計
七
二
組
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。『
板
倉
政
要
』
や
大
岡
政
談
に
影
響
を
与
え
た
と
さ
れ
る
。
駒
田
信
二
に
よ
る
日
本
語
訳
『
棠
陰
比
事
』（
岩
波
文
庫
、
一
九
八
五
年
（
が
あ
る
。
（
（
（ 
早
稲
田
大
学
図
書
館
風
陵
文
庫
蔵
。
（
（
（ 
車
錫
倫
編
著
『
中
国
宝
巻
総
目
』
二
〇
九
　
二
一
〇
頁
、
北
京
燕
山
出
版
社
、
二
〇
〇
〇
年
（
（
（ 
前
掲
『
総
目
』
一
四
四
頁
に
著
録
。
（
（
（ 
段
平
撰
『
河
西
宝
巻
続
選
』、
新
文
豊
出
版
公
司
、
一
九
九
四
年
。
（
（
（ 
王
学
斌
纂
集
『
河
西
宝
巻
集
粋
』、
中
国
人
民
大
学
出
版
社
、
二
〇
一
〇
年
。
（
（
（ 
張
旭
主
編
『
山
丹
宝
巻
』、
甘
粛
文
化
出
版
社
、
二
〇
〇
七
年
。
（
（
（ 
『
金
張
掖
民
間
宝
巻
』、
甘
粛
文
化
出
版
社
、
二
〇
〇
七
年
。
（
（1
（ 
酒
泉
市
粛
州
区
文
化
館
主
編
『
酒
泉
宝
巻
』
第
五
輯
一
五
三
　
一
八
一
頁
、
甘
粛
文
化
出
版
社
、
二
〇
一
二
年
。
（
（（
（ 
「
新
宝
巻
」
に
つ
い
て
は
、
段
平
が
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。「
其
中
的
迷
信
色
彩
取
掉
了
。（
中
略
（《
烙
碗
計
》、《
紅
灯
宝
巻
》、《
手
巾
宝
巻
》
等
等
、
共
有
五
十
種
之
多
、
是
今
日
河
西
宝
巻
的
主
流
、
形
成
今
日
念
巻
的
中
心
脚
本
」。
段
平
著
『
河
西
宝
巻
的
調
査
研
究
』
三
〇
頁
、
蘭
州
大
学
出
版
社
、
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一
九
九
二
年
。
（
（（
（ 
方
歩
和
編
著
『
河
西
宝
巻
真
本
　
校
注
研
究
』（
蘭
州
大
学
出
版
社
、
一
九
九
二
（「
河
西
宝
巻
探
源
」
三
六
五
　
三
八
五
頁
を
参
照
。
（
（（
（ 
『
俗
文
学
叢
刊
』
五
四
四
冊
所
収
、
中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
、
新
文
豊
出
版
公
司
、
二
〇
〇
一
年
（
（（
（ 
前
掲
四
〇
二
冊
、
四
〇
三
冊
所
収
。
（
（（
（ 
阿
部
泰
記
『
包
公
伝
説
の
形
成
と
展
開
』（
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
四
（
三
八
二
頁
を
参
照
。
（
（（
（ 
詩
は
次
の
如
く
で
あ
る
。「
手
足
堪
念
是
同
胞
、
誰
似
張
公
九
世
高
。
千
朵
桃
花
根
一
脈
、
釜
中
燃
豆
豆
泣
苗
。
続
絃
最
須
防
姤
婦
、
再
醮
心
性
狠
如
刀
。
世
人
参
透
書
中
書
、
免
被
他
人
作
話
嘲
」。
（
（（
（ 
志
怪
小
説
集
『
続
夷
堅
志
』
巻
一
（
「
包
女
得
嫁
」
に
見
ら
れ
る
。
中
華
書
局
、
二
〇
一
五
年
。
（
（（
（ 
清･
康
煕
『
定
海
県
志
』
の
蓮
花
洋
の
項
に
も
、『
普
陀
山
志
』
か
ら
転
引
し
た
次
の
よ
う
な
記
録
が
あ
る
。「
在
県
東
往
洛
伽
必
経
此
。『
普
陀
山
志
』：
倭
人
入
貢
、
見
大
士
靈
異
、
欲
載
歸
。
海
生
鉄
蓮
花
、
舟
不
能
行
、
懼
而
還
之
。」
（
（（
（ 
中
国
の
観
音
信
仰
に
つ
い
て
、
詳
し
く
は
塚
本
善
隆
「
近
世
シ
ナ
大
衆
の
女
心
観
音
信
仰
」（『
山
口
博
士
還
暦
記
念 
印
度
学
仏
教
学
論
叢
』、
一
九
五
五
（
を
参
照
さ
れ
た
い
。
（
（1
（ 
清
末
民
国
年
間
、
本
来
包
公
説
話
で
あ
っ
た
が
、
観
音
に
取
っ
て
代
わ
っ
た
作
品
が
ほ
か
に
も
い
く
つ
か
見
ら
れ
る
。
一
例
と
し
て
『
龍
鳳
鎖
』
が
挙
げ
ら
れ
る
。
尚
書
の
子
と
豆
腐
店
の
娘
の
恋
愛
を
描
く
物
語
で
、
最
後
に
包
公
が
登
場
す
る
の
だ
が
、『
龍
鳳
鎖
宝
巻
』（
抄
本
二
巻
、
宣
統
三
（
一
九
一
一
（
年
（
で
は
包
公
を
登
場
さ
せ
て
い
な
い
。

